
新 年 聖 餐 礼 拝新 年 聖 餐 礼 拝
礼拝開始（10時30分）10 分前には席に着き、祈りの時間を

持ちましょう。一致の祈りは大きな力です。

来週の奉仕者
（1月 11 日）

今後の予定今後の予定-誕生者の方、おめでとうございます。新しい1年も祝福されますようにお祈り致します-
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　クリスマスが 25日で終わると、世の中は新年の飾り
付けが一斉に為されます。寺や神社では大祓いや歳旦
祭に向けての準備が始まります。この地域の人々は、
年越し、除夜の鐘、初日の出、初詣と・・偶像との契
約が結ばれて、ますます暗闇の中に押し込まれていき
ます。自分もその一人であったことを思うと、イエス
様を知り救われたことを感謝してもし尽くせません。
きょうまでの神様の不思議な導きと恵みに感動をおぼ
えます。 そのような時に、一人一人が与えられている神
様の「真の目的」を教会をあげて探求していることに
私も加えていただき感謝します。 私の回りには、行き詰
りを覚えている人達がたくさんいて、祈りの課題がた
くさんあります。彼らのために、また、偶像崇拝の暗
闇の中にいるこの地域の人々のために、とりなし祈り
つつ、神様の目的に従って、新たな一歩を踏み出した
いです。   「しかし、あなたがたは、選ばれた種族、王
である祭司、聖なる国民、神の所有とされた民です。
それは、あなたがたを、やみの中から、ご自分の驚く
べき光の中に招いてくださった方のすばらしいみわざ
を、あなたがたが宣べ伝えるためなのです。」ペテロの
手紙第一　２：９  

エレ33章～39章 　水36金38

※1日 1章ですと約3年で通読できるペースです。
今週は 33 章～ 39 章になります。34 章～ 39 章はエホヤ
キムとゼデキヤ王の時代の出来事について書かれていま
す。エホヤキムは BC609 ～ BC598 まで王として 11 年間
南ユダを治めていました。その治世最初の 3 年はバビロ
ンに仕えていましたが、その後反逆したためバビロンに
攻められるようになっていきます。そして最終的に
BC597 に滅ぼされて第２期の捕囚として連れて行かれて
いきます。34 章にはその後を引き継いだゼデキヤ王の元
へいき、エルサレムの陥落の予告をするように言われて
います。その対比として年代は 26 章あたりになるレカブ
一族のことが書かれています。彼らは主に対して忠実に
仕えていました。試すようなことを言われても自らを見
失うことなく、約束を守る姿を現しています。37 章には
エレミヤが捕らわれてしまう様子について書かれていま
す。39 章にはいよいよエルサレムが陥落させられてしま
います。異邦人を用いてまでも神様に立ち返らせようと
する計画が遂行されていきます。本来はそのようなこと
が起こらないようにすることが先決ですが、「うなじの強
い民」として頑なになってしまった民の世代を作り変え
るためにこのようにされていきます。最終的な捕囚が
BC586 年神殿の崩壊による第３の捕囚として幕を閉じよ
うとしております。私たちもレカブのように状況や時代
に左右されず、神に忠実に仕えるものとなっていきましょ
う。
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「Wish＆Hope＆Desire＆Prayer」
　今日のメッセージのタイトルはすべて「願い」という
意味です。Wish（単純な心にある願い）は Hope（それ
がくることを望む）へと成長し、さらに Desire（切望・
強く求める）となり、そして最後に Prayer( 祈り ) にな
るのです。香を焚くと上へ上っていくように、祈りが唇
から出て天に積まれていくのです。
　 ザカリヤ…
 御使いガブリエルがザカリヤに現れて語ったことは、ザ
カリヤが長い間ずっと願ってきたことでした。現在は、
子どもがいないということにも意味があり、神様の栄光
が現されるということがわかりますが、当時、イスラエ
ルにおいては子どもは祝福の象徴であり、子どもがいな
いということは非常に辛いことでした。国家権力の中に
立つ祭司であったザカリヤはどんなに悪く言われていた
ことでしょうか。けれど、ザカリヤはふてくされずに正
しく生きていました。そして、子どもが与えられること
を願っていました。ところが、それはとても長い年月だっ
たので、願いつつ、あきらめつつという感じでした。そ
んな時に御使いガブリエルがやってきて「あなたに男の
子が与えられる。」と言ったのです。その時にザカリヤ
が語ったのは「私はもうこんなおじいちゃんです。それ
を知ることができるでしょうか？」という言葉でした。
それを聞いたガブリエルはザカリヤを戒めました。そし
て、ザカリヤはこの時から男の子が生まれるまで言葉を
話すことができなくなりました。それまで正しく生きて
きたのに、願ったことが叶いそうになったら否定的な言
葉を言い始めたのです。神様が天地万物をお造りになっ
た時、一言の言葉で物事を始められました。「初めに、
ことばがあった。ことばは神とともにあった。ことばは
神であった。この方は、初めに神とともにおられた。す
べてのものは、この方によって造られた。造られたもの
で、この方によらずにできたものは一つもない。」（ヨハ
ネ 1:1-3）言葉が非常に大切であることを本当に知って
いますか。発する言葉がちゃんと制御されているでしょ
うか。ザカリヤは絶対にできないことを神様に願いまし
た。そして、神様はそれを叶えようとしました。もし、
ザカリヤがこれ以上否定的な言葉をしゃべり続けたらそ
の願いは叶わなくなるので、神様はザカリヤから言葉を
とったのです。
 　長血の女性
 当時、出血のある女性は汚れていると言われ、村の外に
出されて、結婚も、仕事もできませんでした。この女性
は１２年もの間孤独の中にいました。けれど、癒される
ことを願っていました。そして、イエス様が来られた時
にイエス様の衣の裾にでも触ることができたら癒される
と信じ、必死にさわりました。イエス様は「私の衣に触っ
たのは誰か。」と言われました。その女性は「汚れるじゃ
ないか！」怒られると思ったことでしょう。今までイス
ラエルの先生と呼ばれるラビ達に祈って欲しいと願って
も汚れた者として扱われてきたのですから…。その時、
イエス様はその女性を「娘よ。」と呼びました。イエス
様が癒したのは長血ではなく、徹底的に差別され親から
も捨てられた彼女の「心」だったのです。私たちはとか
く現状や外見や病が癒されることが神様からの力だと思
いやすいですが、神様が癒すのは「心」です。心が変わ
らなければ一時体が良くなっても元気にはなれません。

　　①言葉に注意！！
 言葉に気をつけるということは心に気をつけるというこ
とです。あなたの心にあることが言葉から出てくるので
す。これが感情的な言葉です。言葉に気をつけ、正しい
言葉を語りましょう。また、人から語られる言葉も捉え
方が大切です。嫌な人から嫌な言葉を言われることもあ
るでしょう。誰からの言葉であったとしても、相手が何
故その言葉を語ったのかを考え、さらに一歩進んでその
人を通して神様が何を語ろうとされているのかを祈って
いく時に相手からの言葉はそれほど悪いものに変わらな
いものです。「私たちはみな、多くの点で失敗をするも
のです。もし、ことばで失敗をしない人がいたら、その
人は、からだ全体もりっぱに制御できる完全な人です。」（ﾔ
ｺﾌﾞ3:2）言葉に失敗しなくなるように今日から願いましょ
う。その中でも私たちは弱いので失敗をするでしょう。
けれど、失敗した時が大切です。「神様ごめんなさい。」
と言い、自分の心を戻して見張るのです。
　　②今を生きる　後悔先に立たず！！
 「未来」と「将来」の違いがわかりますか？未来とは「わ
からない先のこと」、将来とは「成るべくして成る」と
いう意味です。成るべくして成る将来は、毎日が積み重
ねられるのです。私たちは将来を受け取らなければなり
ません。将来が欲しければ自らが積み重ねなければなり
ません。イエス様は言われました。「だから、あすのた
めの心配は無用です。あすのことはあすが心配します。
労苦はその日その日に、十分あります。」（ﾏﾀｲ6:34）その
日その日を正しく生きることがあなたの将来をはやくつ
くります。家を建てる時と同じです。基礎を作る時に焦っ
て屋根を作っても意味がありません。私たちは「今日」
やらなければならないことがあるのです。
　　③人とは違う者に！！
 私たちは人より優れた者になろうとします。けれど、神
様はそのようなことを願ってはおられません。もともと
私たちは皆違うように神様がお造りになられたからで
す。太陽、月…どれも違う星で役割も違います。月がな
ければ地球の海が動いて循環することはできません。普
段はあまり気にしない足の爪にも役割があります。爪が
なければ歩くことができません。私たちがあの人のよう
になりたいと思っているうちは何も変わりません。けれ
ど、神様の姿になりたいと願い、イエス様が行われた一
部分でもあなたが行えば、人によっては右の手を差し出
す人に、病を癒す人に、共だって歩く人に、人の心の痛
みに感じ癒す人に、問題を問題だと伝える人に…なるで
しょう。イエス様がなさったことは多岐にわたります。
一人ですべてをすることは誰にもできません。だから私
たちはその何か一つを神様から受け継いでいるのです。
私たちは独立していなければなりません。誰かに依存し
て生きるのではなく、あなた自身が影響を与えて生きて
欲しいのです。願ってください。すぐにはなれません。
けれど、あなたが天国にいく前に神様は必ずそうさせて
下さいます。

連絡事項
・１月 11日（日）の午後は教会の大掃除をします。
　動ける服装、着替えなどをご持参ください。
・2月 2日（月）～ 7日（土）は韓国サミル教会
　より短期宣教チームが来ます。導きと働きの
　ためにお祈りしていきましょう。


